
☆
日
田
木
材
協
同
組
合
百
年
を
語
る

○
明
治
維
新
に
於
け
る
日
田
林
業
と
日
田
郡
木
竹

商
組
合
の
誕
生

（続
き
）

前
条
修
道
の
儀
よ
ろ
し
く
御
願
い
し
ま
す
」
と
あ

り
明
治
十

一
年
三
月

第
八
大
区
五
小
区

（豆
田
町
、
南
豆
田
町
、
北

豆
田
町
、
隈
町
、
竹
田
村
）

隈
町
材
木
商
、
宇
野
夘
作
、
中
尾
篤
助
、
後
藤

作
介庄

手
村

財
津
政

一

竹
田
村

千
原
武
助

第
六
小
区

（田
島
村
、
日
高
村
、
来
求
里
村
、

馬
原
村
）

田
島
村

相
良
吾
平
、
日
高
村

梅
山
樹
平
、

第
七
小
区

（高
瀬
村
、
上
野
村
、
小
山
村
、
石

井
村
、
内
河
野
村
、
堂
尾
村
）

高
瀬
村

横
尾
順

一
、
宮
崎
銀
平
、
宇
野
宗
助

第
三
小
区

（鶴
河
内
村
、
大
肥
村
、
夜
明
村
）

夜
明
村

原
専

一
、
中
原
利
七

第
五
小
区

隈
町
井
上
五
郎
代
人
森
成
作

（次
回
続
く
）

☆
第
六
五
回

通
常
総
会

平
成
26
年
５
月
27
日
13
時
30
分
よ
り
、
当
組
合

２
階
大
会
議
室
に
於
い
て
、
滝
口
西
部
振
興
局
長
、

中
央
会
大
森
課
長
、
業
界
顧
問
、
歴
代
理
事
長
と

多
数
の
方
々
の
ご
出
席
を
戴
き
、
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

瀬
戸
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
西
部
振
興
局
滝
口

局
長
よ
り
祝
辞
を
戴
き
ま
し
た
。
議
事
に
入
り
全

提
出
議
案
を
満
場

一
致
で
承
認
い
た
だ
き
、
総
会

が
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。
総
会
終
了
の
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

◎
総
会
懇
親
会

（み
く
ま
ホ
テ
ル
）

日
田
市
長
原
田
啓
介
様
に
ご
祝
辞
を
戴
き
、
県

議
会
議
員
井
上
伸
史
様
の
乾
杯
音
頭
に
よ
り
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
の
試
み
で
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
母
国
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
努
め
て
い
る
プ

ロ
歌
手
、

エ
マ
・
コ
ル
デ

ロ
さ
ん
に
歌
を
熱
唱
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

☆
春
の
優
良
材
市

5
月
23
日

「春
の
優
良
材
市
」
を
行
い
ま
し
た
。

取
扱
い
材
積
、

一
、
六
二
六

㎥

取
扱
い
金
額
、

一
五
、
三
七
五
、
四
七
四
円

平
均
単
価
、

九
、
四
五
五
円

で
し
た
。

杉
材
は
応
札
弱
く
ほ
ぼ
全
面
安
の
展
開
で
取
引
さ

れ
る
。
桧
材
は
多
少
の
値
戻
し
も
あ
る
が
依
然
と

し
て
低
迷
。

今
後
も
、
組
合
員
皆
様
の
多
量
の
ご
出
荷
、
ご

購
入
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

☆
お
知
ら
せ

◎
理
事
長
室
の
絨
毯
張
り
替
え
と
、
佐
藤
三
郎
氏

寄
贈
の
ソ
フ
ァ
ー
表
張
り
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

◎
寄
贈
品
の
ご
紹
介
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